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１章 業務概要 

 

１．業務名称 静岡大学(城北) 集積化センサ設計評価オープンラボ棟新営に伴う汚染土壌調査業務 

（Ｃ１０－５区画等） 

 

２．業務場所 浜松市中区城北３丁目５番１号 （静岡大学城北団地構内） 

 

３．業務期間  契約締結の翌日から令和６年３月１９日（火）まで 

別紙１ 参考工程表 参照 

 

４．業務仕様 この保全業務(以下「業務」という。)の受注者は、国立大学法人設計・監理等業務委託契約

細則 別記第２号の測量調査等請負契約基準、この特記仕様書に基づき、次の業務を履行する。 
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２章 一般共通事項 

 

１．請負代金の支払い 

この業務の受注者は、発注者又は検査職員が行う検査に合格したときは、請負代金の支払いを請求で

きる。 

請負代金は、適法な請求書を受理した日から６０日以内に静岡大学財務施設部財務課から支払う｡ 

 

２．受注者の負担の範囲（1.1.3） 

停電時の作業に使用する電力･用水は、受注者が準備し負担する。 

 

３．業務責任者（1.3.2） 

この業務の受注者は、専任の統括業務責任者を１名を選任するとともに、下記の業務責任者を選任す

るものとする。 

統括業務責任者は、土壌汚染対策法に基づく指定調査機関での実務経験が５年以上の者とし、各業務

責任者を兼務することが出来る。 

業務責任者は、各項に示す資格を有する者とする。 

① 土壌試料採取 

土壌汚染対策法に基づく指定調査機関での実務経験５年以上とする。 

② 土壌分析  

土壌汚染対策法に基づく指定調査機関での実務経験５年以上とする。 

 

 

４．業務条件（1.3.3） 

業務の実施時間帯は次のとおりとする。実施日は、施設管理担当者と協議する。 

平日(月～金曜日(祝祭日を除く) ８時３０分～１７時１５分 

 

５．業務担当者（1.4.1） 

下記業務の業務担当者は、各項に示す資格を有する者とする。 

特になし 

 

６．廃棄物の処理（1.5.1） 

発生材の処理は次による。 

(1)引渡しを要するもの 

1)品名        2)引渡し先        3)集積場所 

 

(2)特別管理産業廃棄物 

1)品名              3)集積場所 

2)引渡し先            4)集積方法 

(3)現場において再利用するもの 

1)品名                 2)使用場所 

 

(4)再資源化するもの 

1)品名 
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(5)関係法法令により適切に処理するもの 

1)品名 全ての発生材 

 

７．駐車場の利用（2.1.3） 

  本業務を履行するために必要な場合は、静岡大学構内の駐車場を無償にて利用することが出来る。た 

だし、入構する際には事前に申請し許可を得ること。 

 

８．その他 

(1)本業務履行中は、顔写真入り名札及び会社名が記載された腕章等を身に付けることとする。 

(2)本業務に必要な工具類は、受注者の負担とする。 

(3)土壌分析調査結果表は、計量法による計量証明事業所登録を受けた検査機関によるものとする。 
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３章 土壌汚染調査業務 

 
１．業務の概要 

静岡大学城北団地内で計画されている集積化センサ設計評価オープンラボ棟新営に伴う形質変更の届

出において、土壌汚染対策法（以下、法）に従い、土壌汚染状況調査を実施した結果、砒素及びその化合物、

鉛及びその化合物、六価クロム化合物の土壌溶出量基準不適合が確認された。本業務は、砒素及びその化合物、

鉛及びその化合物、六価クロム化合物の深度１０ｍまでの汚染状況を把握し、その結果に基づき浜松市への

届出書類(法１２条（形質変更時要届出区域内における土地の形質の変更の届出）及び法１６条（汚染土壌

の搬出時の届出）)ならびに、汚染除去後の報告書類を作成することを目的とする。 

 

２．業務の対象地 

施設名：静岡大学城北団地 

所在地：静岡県浜松市中区城北３丁目５番１号 

     別紙 試料採取等計画 参照 

 

３．業務の内容 

（１）深度方向１０ｍの汚染状況調査 

砒素及びその化合物、鉛及びその化合物 ２箇所 

六価クロム化合物           １箇所 

（イ）土壌試料採取 

調査計画、土壌試料採取 

（ロ）土壌分析 

土壌溶出量調査結果表作成、報告書作成 

（ハ）地下水分析 

地下水分析結果表作成、報告書作成 

 

（２）行政提出届の作成 

（イ）法１２条に基づく形質変更時要届出区域内における土地の形質の変更の届出 

（ロ）法１６条に基づく汚染土壌の搬出時の届出 

（ハ）その他、形質変更を行うための書類一式 

（ハ）上記（イ）、（ロ）、（ハ）の後に法６条４項の指定の解除を受けるための届出 

※これらの書類は静岡大学が別途契約する土地の形質変更業者、土壌搬出業者と調整の上、作成

すること。また、資料作成に必要な書類・写真等は本業務に含む。 

 

４．業務の実施数量 

・調査内容及び数量を 表１に、分析項目及び数量を表２に示す。 

 

５．成果品 

本業務の成果品は次のとおりとする。 

・土壌調査結果報告書（Ａ４盤）    ：３部(正・副・控) 

・行政への提出書類 各種     ：３部(正・副・控) 

・電子データ（CD-R）      ：１部 
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６．関係法令、参考文献 

本業務は以下の静岡大学規則及び法令等に基づいて実施する。 

・「土壌汚染対策法」 平成 14 年 5 月 29 日 法律第 53 号 

・「土壌汚染対策法施行令」 平成 14 年 11 月 13 日 政令第 336 号 

・「土壌汚染対策法施行規則」 平成 14 年 12 月 26 日 環境省令第 29 号 

・「土壌汚染対策法に基づく調査および措置に関するガイドライン改訂第 3.1 版」 

令和 4 年 8 月 環境省 

・その他、土壌汚染対策法関係法令、通知等 
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表１ 調査内容及び数量 

調査内容 数量 

現地測量 

調査地点位置出し      ― 2 箇所 

土壌採取 

（機械ボーリング） 

最大掘削深度GL-10.0m

（C10-5,C10-6区画） 2 箇所 

深さ方向絞込み

分析 

土壌分析（C10-5区画） 

（六価クロム化合物） 

1.0m,2.0m,3.0m,4.0m 

5.0m,6.0m, 
6 箇所 

土壌分析（C10-5,C10-6区画） 

（鉛及びその化合物） 

1.0m,2.0m,3.0m,4.0m 

5.0m,6.0m, 

1区画 6 箇所 

計 12 箇所 

土壌分析（C10-5,C10-6区画） 

（砒素及びその化合物） 

1.0m,2.0m,3.0m,4.0m 

5.0m,6.0m, 

1区画 6 箇所 

計 12 箇所 

地下水分析 地下水採取・分析 

形質変更前 C10-5,C10-6区画 2 箇所 

形質変更後 C10-5,C10-6区画の 

どちらか下流側 
1 箇所 

 ※ 六価クロム化合物、鉛及びその化合物、砒素及びその化合物の 

汚染のおそれが生じた箇所   ：表層 

 ※絞込み分析について 深さ方向に２連続で検出し続けた場合は報告すること。 

  その際、より深い部分の分析については発注者と受注者で相談することとする。 

 

表２ 分析項目及び数量 

分類 

分析項目 

（試料採取等 

対象物質） 

数量 

土壌ガス調査 土壌溶出量調査 土壌含有量調査 地下水 

検体 検体 検体 検体 

第
二
種
特
定
有
害
物
質 

六価クロム化合

物 
― 6 ― 

形質変更前２ 

形質変更後１ 

鉛及びその化合

物 
― 12 ― 

形質変更前２ 

形質変更後１ 

砒素及びその化合物 
― 12 ― 

形質変更前２ 

形質変更後１ 



令和５年度

別紙１：参考工程　静岡大学(城北)集積化センサ設計評価オープンラボ棟新営に伴う汚染土壌調査業務
（Ｃ１０－５区画等）

絞り込み調査
(土壌・地下水　採取・分析)

１０月 １１月 １２月

除去完了届出作成

区域指定解除
(想定)
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汚染土壌除去
(別途工事)

届出書類作成
(法12条・法16条)

⾏政へ提出

14⽇後

30⽇後

⾏政へ提出
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別紙２　試料採取等計画
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C-5：鉛及びその化合物、砒素及びその化合物

資料採取地点

資料採取箇所

C-6：鉛及びその化合物、砒素及びその化合物、六価クロム化合物

C-5：鉛及びその化合物、砒素及びその化合物
C-6：鉛及びその化合物、砒素及びその化合物、六価クロム化合物
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